




役 員 会
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Ⅷ 健康管理と安全教育

１ 方針

○ 家庭、校医、専門医等との連携を密にして、児童生徒個々の障害をふまえた、適切な健康管理に努

める。

○ 児童生徒個々の障害と心身の発達や特性等に応じた保健指導に努め、自主的に健康を保持増進する

能力、態度を養う。

○ 適切な体育と自立活動を実施し、積極的に基礎体力の増進を図る。

○ 児童生徒の障害に応じた安全教育と指導を行うとともに、健康的な学校環境の整備に努める。

２ 努力点

○ 健康の保持増進のための体力強化。

○ 定期健康診断及び整形外科検診の結果に基づく事後措置の徹底。

○ 健康観察、健康相談の充実と敏速な処理。

○ 健康的な学校環境整備。

○ 校内救急体制の確立。

３ 学校保健推進組織

総 務 部

小 学 部 会

中 学 部 会

高 等 部 会

学校保健委員会 生 徒 指 導 部 全

校

学 教 支 援 部 児

校 保 健 主 事 童

長 頭 体育・安全教育部 生

徒

保 健 部 教 務 部 児童生徒会

研 究 部

養 護 教 諭

メディア教育部

各 教 科 担 当

学 級 担 当
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４ 学校保健実施計画

月 目 標 保 健 行 事 保 健 指 導 家庭との連携 学校医との連携

体位測定 健康診断の意義 健康診断のお知らせ 藤田薬剤師（尿検査）

結核検診問診票 受け方 体位測定の結果連絡 川本校医（耳鼻科）

４ 自分のから 尿検査 体温チェック 保健だより発行 横林校医（整形外科）

だを知ろう 耳鼻科検診

寄生虫検査

整形外科検診

体重測定 病気の早期発見 行事前健康チェック 石崎校医（眼科）

自分のから 胸部X線検査 早期予防 各検診のお知らせ 橋本校医（歯科）

５ だを知ろう 心電図検査 体温チェック 治療勧告 横林校医（整形外科）

整形外科検診 体重測定の結果連絡 田中校医（内科）

体重測定 むし歯の予防と治療 各検診のお知らせ 藤田薬剤師（環境検

夏の健康に プール水質検査 からだの清潔 治療勧告 査）

６ 気をつけよ 整形外科検診 手洗いの励行 体重測定の結果連絡 横林校医（整形外科）

う 眼科検診 食中毒予防 保健だより発行

歯科検診 体温チェック

夏の健康に 体重測定 休業前の健康管理 治療勧告 藤田薬剤師（環境検

７ 気をつけよ 給食室環境検査 手洗いの励行 体重測定結果連絡 査）

う 整形外科検診 食中毒予防 横林校医（整形外科）

体温チェック

体重測定 運動と休養 行事前健康チェック 藤田薬剤師（環境検

９ 生活リズム 飲料水水質検査 心の健康と生活態度 手洗いの励行 査）

を整えよう 整形外科検診 手洗いの励行 体重測定結果連絡 横林校医（整形外科）

体温チェック 保健だより発行

体重測定 手洗いの励行 行事前健康チェック 藤田薬剤師（環境検

10 生活リズム 教室環境検査 体温チェック 体重測定結果連絡 査）

を整えよう 整形外科検診 横林校医（整形外科）

二計測 からだの働きと栄養 風邪の予防 横林校医（整形外科）

11 好き嫌いを 加湿器の点検 手洗いの励行 手洗いの励行

なくそう 整形外科検診 食中毒予防 二計測結果連絡

体温チェック 保健だより発行

体重測定 からだの働きと栄養 風邪の予防 横林校医（整形外科）

12 好き嫌いを 整形外科検診 手洗いの励行・食中 手洗いの励行

なくそう 毒予防・風邪の予防 体重測定結果連絡

体温チェック
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月 目 標 保 健 行 事 保 健 指 導 家庭との連携 学校医との連携

冬の健康に 体重測定 風邪の予防 体重測定結果連絡 横林校医（整形外科）

１ 気をつけよ 整形外科検診 手洗いの励行 保健だより発行

う 体温チェック

体重測定 風邪の予防 体重測定結果連絡 田中校医（内科）

冬の健康に 整形外科検診 手洗いの励行 川本校医（耳鼻科）

２ 気をつけよ 学校保健委員会 体温チェック 石崎校医（眼科）

う 橋本校医（歯科）

藤田薬剤師

横林校医（整形外科）

健康生活の 体重測定 一年間の反省 体重測定結果連絡

３ 反省をしよ 風邪による欠席調査 手洗いの励行

う 体温チェック
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５ 学校保健委員会

○ ねらい

肢体不自由養護学校における学校保健の徹底を期するためには、学校と家庭、学校医等が地域社会

と一体となることがきわめて重要であり、そのためにも諸機関と連携を図りながら学校における保健

課題を協議することが大切である。

そこで、児童生徒のよりよい学習環境をつくり、健康の保持増進、学校保健の向上を目指して、委

員会が中心となってその推進を図る。

○ 内容

◇ 学校保健に関して、学校長の諮問事項を審議する。

◇ 学校保健年間計画を立てる。

◇ 健康的な学校環境の整備に努める。

◇ 家庭、地域社会、医療機関等との連絡、調整を図る。

◇ 学校保健に関する諸問題について対処する。

◇ その他、必要と認める事項を処理する。

○ 学校保健委員会の構成メンバー

職名又は分掌名 氏 名 職名又は分掌名 氏 名

学 校 長 下 岡 久 志 朗 整 形 外 科 校 医 横 林 宜 博

学 学

教 頭 川 岸 正 典 内 科 校 医 田 中 幸 博

事 務 長 桶 谷 誠 也 校 歯 科 校 医 橋 本 和 典

校 保 健 主 事 岡 田 恭 子 眼 科 校 医 石 崎 俊 介

医

養 護 教 諭 坂 口 真 紀 耳 鼻 科 校 医 川 本 浩 康

看 護 師 畑 中 文 子 学 校 薬 剤 師 藤 田 美 恵

職

看 護 師 釜 賀 て る の

看 護 師 森 中 小 百 合

員 小 学 部 主 事 工 藤 奈穂美

中 学 部 主 事 矢 野 正 敏 P 会 長 喜 多 能 里 子

T

高 等 部 主 事 白 濱 菜穂美 A 保 体 部 長 永 富 美 保

総 務 部 長 永 保 和佐子

学 校 栄 養 士 砂 野 紀 子
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６ 安全教育

○ 方針

◇ 生命の尊さを自覚させ、常に安全に留意する態度を養う。

◇ 安全に関する社会の諸規則を理解させ、それを守る習慣を養う。

◇ 各教科、道徳、特別活動、学校行事等において児童生徒の安全に対する認識を深め、事故防止の

態度を養う。

◇ 単独通学及びスクールバス、その他の交通機関の安全な利用の仕方について機会をとらえて指導

する。

◇ 不時の災害に備え、校内（火災想定）及びスクールバスの避難訓練を行い、避難方法や態度の習

得を徹底させる。

○ 月別安全教育目標、実施内容

月 安全教育目標 実施内容

４ スクールバス、施設、設備の安全な利用 校内施設、設備利用の安全指導

スクールバス避難訓練

スクールバスコース別話し合い

５ 校外生活の安全 救急法講習会、春季遠足の安全指導、

６ 校内生活の安全 救急車シミュレーション訓練

７ 水遊び、水泳の安全、夏休み生活の安全 夏休みの過ごし方指導

８ 校内生活の安全 不審者対応シミュレーション訓練

９ 校外生活の安全 秋季遠足の安全指導・火災避難訓練

10 社会生活の安全 公共交通機関・公共施設の安全指導

11 校内での安全 校内安全総点検

12 冬休み生活の安全 家庭生活の安全指導

１ 校内生活の安全 校内安全総点検、地震避難訓練

２ 校内生活の安全

３ 安全な生活のための反省 本年度の反省

○緊急時の対応

◇緊急時危機対応マニュアル

※次ページ参照
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◇救急車を要請する場合

「いつ、どこで、だれが、どうした」を明確に伝える

係：救急ですか？消防ですか？

教員：救急車をお願いします。

係：どうしましたか？

教員：○○才の男子（女子） が、○○しました。

状態は、（呼吸・意識・脈など）です。

係：場所はどこですか？

教員：奈良養護学校です。住所は奈良市七条町１３５番地です。

県道９号線 料亭たまゆらの信号を東へ２００Ｍ ダスキン九条支店の向かい側です。

係：電話番号は？

教員：０７４２－３４－２６７１です。

救急車へは、発見者と保健室スタッフが同乗する。

◇受診先

・一刻を争う状態の時は、救急隊の判断で第一次救急医療機関へ搬送する。

・基本的に受診は主治医の医療機関へ搬送する。

（事前に保護者への連絡と、主治医へ連絡する。受け入れが可能なら搬送する。）

・傷病によっては、校医や最寄りの専門医に搬送する。

（事前に保護者へ連絡と病院へ連絡する。受け入れが可能なら搬送する。)

内 科 西の京病院 ０７４２－３５－１１２１

小児科 東大寺福祉療育病院 ０７４２－２２－５５７７

県立奈良病院 ０７４２－４６－６００１

外 科 田中整形外科（校医） ０７４２－４４－６６６９

東大寺福祉療育病院 ０７４２ー２２ー５５７７

西の京病院（脳外科週１回） ０７４２ー３５ー１１２１

石州会病院 （脳外科） ０７４２－３４－６３００

整形外科 東大寺福祉療育病院 ０７４２ー２２ー５５７７

田中整形外科（校医） ０７４２－４４－６６６９

歯 科 橋本歯科（校医） ０７４２－３４－７４１８

眼 科 石崎眼科（校医） ０７４２－２６－２０９１

耳鼻科 川本耳鼻科（校医） ０７４２－２６－３３８７
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◇ スクールバスにおける救急体制

事故・異常発見 最寄りの安全確保のできる場所で停止

介助員 運転手

搬送 119

救急指定病院 救急車通報

介助員

家庭連絡 学校へ連絡

担任 管理職・担任

介助員は他の児童生徒

医療機関 の安全確保にあたる

担任・養護教諭

経過報告・事務連絡

◇ 原則として、体調が悪かったり、体調に不安があったりする児童生徒は、保護者の送迎を依頼

する。

◇ バス走行中の緊急対応として、児童生徒の主治医等の緊急時受入れのできる医療機関の連絡先

を常置する。

◇ 発作等健康面に配慮が必要な児童生徒について、スクールバス調整委員会等で情報交換する。

○ 不審者などに対する安全確保

◇ 校内管理体制

・ 日頃から教職員間で情報交換、意見交換を行い共通理解を深め、教職員一人一人が学校の安全

管理についての意識の向上を図る。

・ 緊急時の安全確保を図るため、教職員の具体的な役割分担や関係機関への連絡体制を定めた不

審者対応マニュアルに従って行動する。

・ 学校行事や校外学習において事前に関係機関と連携を図り、安全確保の綿密な計画を立てる。

また、万一の事態が発生した場合の連絡方法などをあらかじめ定めておく。

・ 始業前、授業中、給食などにおける安全確保のため、管理職を中心に校内外を巡回する。

◇ 来訪者の確認

・ 職員朝礼でその日の来校者を周知徹底する。

・ 来訪者の受付簿の記名、名札の着用を徹底し、来訪者に声かけをして身元を確認を行う。

・ 正門は、午前１０時から午後２時４５分まで閉める。その他の時間帯は、事務室や職員室から

状況を把握する。裏門は給食関係の事業が出入りする場合（声かけをして確認する）以外は閉め

ておき入り口を限定する。

◇ 児童生徒への指導

・ 単独通学生に対し定められた通学路を通って登下校させ、避難場所（子ども１１０番など）を

確認させる。

・ 単独通学生に防犯ブザーを持たせる。

◇ 保護者との連携

・ 児童生徒の安全確保の取り組みについて保護者に理解してもらい協力を得る。
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・ 保護者との連携を図り、学校周辺や学区内で不審者等の情報交換が確実にスムースにできる体

制をつくる。

◇ 施設設備

・ 校門、街灯、校舎の窓、出入り口などの破損、錠の状況の点検・補修を行う。

・ 各廊下や戸口に緊急用ホイッスルの設置。

◇ 警察との連携

・ 日常的な連携を図り、不審者等に関する情報を得る。

・ 緊急時の出動について依頼しておく。

○ 不審者対応マニュアル

不審者発見

第１発見者

他の教職員へ連絡 不審者への対応
・退去の勧告

・隔 離

・暴力行為の阻止

連絡を受けた教職員 ・拘 束
(複数名で対応) ・確 保

児童生徒の安全確保 事務室に連絡 第１発見者への応援急行
・施 錠 状況も随時連絡 (不審者対応)

・避難、誘導

(可能であれば1箇所に)

事 務 室

対策本部
学校長 放送後の他の教職員

校内緊急放送 教 頭

１１０番通報 事務長

対策本部設置要請
不審者対応へ応援急行
児童生徒の安全確保

・警察誘導 ・状況、事態把握 ・施 錠
・状況を随時放送 事務室への連絡内容確認 ・避難、誘導

・負傷者がいる場合 ・対応協議 (可能であれば1箇所に)

１１９番通報 関係諸機関への連絡･連携 負傷者の確認･連絡
・救急車誘導 ・各部署への指令、指示 ・応急処置

・１１９番通報要請



保護者

児童・生徒

県教委
校長

教頭

教　　員

養護教諭

看  護  師

主治医 校　医

（報告）

（報告）

（指導）

（承認）

（依頼）

（報告）

（対応）

（指導）（指導）

（健康診断・健康相談）

（受診・相談）

（相談）

（指示書・指導）
（指導）

７　医療的ケア

　　○　目的

  　　　特別支援学校において、日常的に医療的ケアが必要な児童生徒が増加してきている現状をふまえて、

　　　　学校・家庭・医療機関・地域の連携のもとに適切な医療的ケア実施体制を図ることは不可欠であ　

　　　　る。本校においても、校内で実施体制を組み、児童生徒の学習保障を目的とした医療的ケアの実施

　　　　を行うものとする。
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Ⅸ 学校給食

１ 方針
肢体不自由児の実態に応じた学校給食を実施することにより、児童生徒に日常生活における

食事について正しい理解と望ましい習慣を養うとともに、健康の保持・増進を図り、生きる力の

向上を目指して次のことに留意して指導する。

○ 楽しい食事をするための雰囲気づくりをする。

○ 望ましい食習慣を身につけるための個別指導をする。

○ 正しい食事作法を身につけさせる。

○ 肢体不自由児の障害や程度を考慮して、栄養改善につとめ望ましい献立調理の工夫をする。

○ 給食に関する衛生管理を徹底する。

２ 給食指導年間計画

目 標 指 導 内 容

１ 身の回りをきれいにし、衛生に ・手をきれいに洗う。

学 気をつけよう。 ・身の回りを清潔に整える。

期 ・片づけをきちんとする。

２ 健康と栄養を考えよう。 ・食べものをバランスよく食べることの大切さを

学 知る。

期 ・自分にあった量を知り、しっかり食べる。

・栄養素とその働きについて知る。

感謝して食べよう。 ・「いただきます」「ごちそうさま」と感謝の気持

３ ちを込めてあいさつする。

学 ・給食ができるまでを知る。

期 ・マナーを守って楽しく食べる。

３ 異物混入時対応マニュアル

異物発見

校長又は教頭に連絡

健康上、害が 即座に判断に迷うとき 健康上、害が

ないと判断 あると即座に判断

管理職および

関係職員で検討

害がないと判断 全校、あるいは一部の 全校、あるいは一部の

給食を再開 給食を一時中断し 給食を中止

事実確認、原因究明

保護者に文書で報告
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Ⅹ 研 修

１ 方針

豊かな教養と高い教育的識見を身につけ、特別支援教育に関する知識・技能の向上をめざし、

日々の実践に役立つ研修の推進を図り、専門性の向上に努める。

２ 本年度の研修について

２３年度 研究テーマ

「自立と社会参加を目指した自立活動をより充実させるための方策を

様々な視点を通して探る」

○ 年間１０回程度テーマ研究日を設け、計画的に研修をすすめる。

○ 上記の研究テーマに基づき、 教職員全体による５つのテーマ別グループワークを行うこと

で、それぞれの問題点や課題、必要性を明確にし、具体的に対応していく。

○ テーマ研究日の研修内容をその都度記録整理する。記録として「実践なら」にまとめ、発行

する。

○ 児童生徒に合った自作教材、教具作り及び、指導実践等の研究を全校的に推し進める。

○ 各種研究会や研修会を紹介し、本校教職員が主体的に参加できるように斡旋し、必要に応じ

てとりまとめもおこなう。

○ 出張報告会を設定し、情報や各自の研修成果を全教職員に伝達する機会をもうけ、その記録

を整理し保管する。

○ 本校教育の理解を深め指導力の向上を図るため、初任者等を対象とした校内研修をもつ。

３ 研修計画

職員研修 初任者研修 研究会・研修会

○年間計画に沿って日程を ○年間をとおして（学校経営、 ○研修講座（教育研究所）

調整し、計画的に職員研 校務、事務、教務、保健、医 ○近畿地区肢体不自由教育研

修を実施する。 療的ケア、生徒指導、人権教 究協議会（夏季・秋季）

○学部ごとに研究授業を実 育、進路指導、情報処理など） ○全国肢体不自由教育研究協

施する。 初任者研修を行う。 議会

○研究テーマにもとづき、 ○三校合同研修会

各グループごとに研修を ○その他

行う。

○出張報告会を実施する。
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ⅩⅠ 非常災害対策

１ 方針

○ 消防法第８条第１項の規定に基づいて定めた本校消防計画に基づいて、防火・防災対策を確

立し、非常災害の場合に備える。

○ 火災・地震・暴風雨などの非常災害に対処し、児童生徒の安全、校舎の保全をはかり、被害

を最小限にとどめることを目的として万全を期す。

○ 児童生徒の安全を第一とし、平素から避難訓練・消火訓練を実施する。

２ 組織

※ 防火管理者 教頭（川岸）

誘導班 工藤 小学部教員

教 頭 矢野 中学部教員

(本部長) 川岸 白濱 高等部教員

校 長 消火班 瓦井 菊谷 上田真 藤川

下岡 事務長 救護班 坂口 森中 畑中 釜賀 砂野

桶谷 搬出班 今中 岩本 本田 中井 宮口

の者は班長を示す。

◇ 誘導班・・・・・・児童生徒の避難誘導と人数の確認を行い、学部主事に報告する。

学部主事は、児童生徒の状況を教頭に報告する。

◇ 消火班・・・・・・火災拡大防止のために初期消火にあたる。

避難してくる者が安全に行動できるように指示をする。

◇ 救護班・・・・・・児童生徒の避難誘導と負傷者の確認。

負傷者への応急処置と安全な場所への移動をする。

◇ 搬出班・・・・・・職員室、事務室の非常持ち出し書類を搬出する。

２ 災害発生時の措置

○ 火災発生の場合

◇ 執務時間中に火災が発生した場合は、発見者はすみやかに「○○（場所）火事」と連呼す

るとともに、最寄りの火災報知器の釦を押し、事務室に急行し、火災の様子を教頭または事

務職員に報告し、消防署等に連絡をする。

◇ 執務時間外に火災が発生した場合は、連絡を受けた者は初期消火につとめるとともに消防

署等関係機関および本校緊急連絡網により、全員に連絡をする。

◇ 各班の任務については次のとおりとする。

・ 誘導班

平素より避難所、避難経路を児童生徒に充分周知徹底させ、災害発生時には児童生徒を

安全に避難できるように誘導を行う。
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・ 消火班

災害時には、まず初期消火にあたり、避難してくる者が安全に行動できるように指示を

する。

・ 救護班

平素より応急処置材料を準備し、負傷者に応急措置をし、安全な場所に搬送するほか、

負傷の程度に応じて学校医に連絡しその指示に従う。

・ 搬出班

平素から各係と連絡を密にし、職員室、事務室内の非常持出書類を明示して職員に熟知

させ、災害発生時にはこれを安全な場所に搬出する。

各班長は、災害発生時には状況の判断を誤ることなく班員を指揮し、処理完了後

教頭に報告する。事後は本部長の命により適宜処理する。但し、特に火のまわりが

早い場合には、全職員が誘導班の任務を援助することを第一とする。

○ 風水害・積雪・路面凍結及び地震災害等の場合

◇ 児童生徒に対する処置

・ 午前７時現在の気象情報で、暴風雨、大雨、大雪などに関する警報が発令されている場

合は臨時休業とする。

・ 水害、積雪、路面凍結、地震その他の災害のため３０分以上経過しても、スクールバス

が所定の乗降場に到着しない時は、家庭学習とする。

・ 上記の災害などでスクールバス運行が部分的に不可能になったり、路線の変更を行った

りすることがあり得るので、各家庭に緊急連絡網の周知徹底を図り、児童生徒の安全に万

全を期する処置をする。

・ 児童生徒の在校中に災害が発生して、交通機関が途絶えたり、スクールバス運行も不可

能な場合、保護者が迎えに来るまで臨機に処置をする。

◇ 教職員の任務

・ 執務時間中に災害の発生が予想される場合は、本部長の指示に従い、適宜防災措置を講

ずる。

・ 執務時間外の場合は、警備保障会社より連絡があり次第、本部長より連絡指示を得て職

員に非常伝達する。

・ 各班の任務は火災の場合に準ずる。



防火管理者　　教頭　　川岸　正典

No 施設設備名 責任者 No 施設設備名 責任者
川岸 白濱

1 職員室 川岸 49 被服室 木下
2 印刷室 岩本 50 音楽室 野尻
3 放送室 三村 51 高等部１－１ 一瀬
4 事務室 桶谷 52 高等部１－２ 背古
5 校長室 本田 53 高等部メディア 本車田
6 訪問指導室 今中 54 高教材室 工藤し
7 保健室 坂口 55 高等部３年 大庭
8 教育相談室 有田 56 トイレ(男） 藤川
9 会議室 今谷 57 トイレ(女） 藤川
10 用務員室 宮口 58 暗室 塩満
11 運転手控室 平谷 59 理科準備室 森こ
12 職員トイレ(男） 宮口 60 理科室 森こ
13 職員トイレ(女） 宮口 61 高等部２－１ 神田
14 プレイルーム 畑中 62 高等部２－２ 原
15 第二給食室 森中 京田
16 観察室 坂口 63 職員更衣室(女） 山本く

工藤な 64 職員更衣室(男） 山本ひ
17 プラットホーム 中 65 進路指導室 京田
18 車庫 川本 66 生活訓練室 大塚
19 小学部１年 勇 67 脱衣場（風呂） 大塚
20 小学部２年 中山 68 トイレ(男） 上田ま
21 小学部５年 貫井 69 トイレ(女） 上田ま
22 小学部４年 谷村 70 職員トイレ(女） 宮口
23 小学部６年 山中 71 視聴覚準備室 三好
24 付添室 澤井 72 視聴覚室 三好
25 トイレ(男） 藤川 73 情報処理室 三村
26 トイレ(女） 藤川 74 更衣室(男） 松下
27 小学部３年 木村 75 更衣室(女） 中山
28 教材室 谷村 76 調理実習室 上田実
29 小教材室 吉田直 77 教材室 久保田
30 高学年 岡田 78 美術室 藤原
31 陶芸室 山藤 79 木工室 高橋
32 焼窯 森は 深田

矢野 80 器具庫 深田
33 言語訓練室（トイレ） 菊谷 81 トイレ 藤川
34 研究室 矢野 82 放送室 藤川
35 中学部３年 瀬戸 瓦井
36 中学部２－１ 辻 83 浄化槽、焼却場 中井
37 中学部２－２ 原田 84 前庭 釜賀
38 トイレ(男） 菊谷 85 プレイランド 梶木
39 トイレ(女） 菊谷 86 グラウンド 亀井
40 中学部１－１ 松葉 87 屋外倉庫 松下
41 中学部１－２ 中野 88 風と太陽と花の家 永保
42 中学部Ａ 寺島 瓦井
43 食堂 砂野 89 プール 瓦井
44 厨房、下処理 榊本 90 倉庫 瓦井
45 倉庫 榊本 91 機械室 瓦井
46 休憩室 榊本 92 更衣室(男） 瓦井
47 発電機室 中井 93 更衣室(女） 梶木
48 ボイラー室 中井 94 トイレ(男） 菊谷

95 トイレ(女） 菊谷

任務 ①ストーブ・ガス等火気使用設備の火気管理 ④その他火災防止上必要な事項
②電気設備器具の安全確認 ⑤清掃、安全点検および点検簿記入提出
③消防用施設器具等外観上の確認
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プ ー ル  棟
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体 育 館

平成２３年度　施設、設備の火元責任者の指定および任務

管　理　棟

第　一　棟

第 三 棟

第 四 棟
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・学

習
状

況
調

査
実

施
日

4
20

水
耳

鼻
科

検
診
（9

：3
0 ～

）ぎ
ょ
う
虫

検
査

回
収

運
営

委
員

会
（５

月
分

）

4
21

木
小
学

部
体
位
測
定
　中

学
部

新
入
生
歓

迎
会

　尿
検
査

（一
次
）各

部
会
（５

月
分
）　

支
援
部
会
（1

6:
00
）

4
22

金
中

学
部

体
位

測
定
　高

等
部

新
入

生
歓

迎
会

プ
ー
ル
棟

環
境

美
化

4
23


4
24


4
25

月
家

庭
訪

問
学

部
学

級
会
、環

境
美

化
・安

全
点

検
日

4
26

火
家

庭
訪

問
学

部
学

級
会
、環

境
美

化
・安

全
点

検
日

4
27

水
家

庭
訪

問
学

部
学

級
会
、環

境
美

化
・安

全
点

検
日

　田
北

( 小
3 ､
中

2)

4
28

木
家
庭

訪
問
予
備
日
　内

科
検

診
（9

：3
0

～
）　

尿
検
査
（二

次
）月

末
統
計
　個

人
研
究

日
　　

歓
送
迎
会
（1

8:
30
）　

田
北

( 小
3 ､
中

2)

4
29


4
30


20
11

年
５
月

月
日

曜 日
行
事

内
容

5
1


5
2


創
立
記

念
日
　

5
3


5
4


5
5


5
6

金
心

電
図

検
査
（9

：3
0 ～

）ス
ク
ー
ル
バ

ス
調
整
会
　授

業
研
究
日

5
7


5
8


5
9

月
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部

役
員
会
　水

泳
学
習
開
始

　体
重
測
定

（高
等
部

・小
学
部

低
学
年
）※

職
員
研

修
（体

育
・安

全
教

育
部
）

5
10

火
学

部
会

（経
営

計
画
）　

奈
良

女
子

大
本

校
見

学
　3

0 名
（午

前
）　

5
11

水
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

会
　体

重
測
定
（中

学
部
・小

学
部
高

学
年
）各

部
会
（経

営
計
画
）

5
12

木
小
学
部

低
学
年
遠
足

( 小
学
部
高
学

年
家
庭
学

習
）職

員
研
修
（研

究
部
）

5
13

金

整
形
外

科
検
診
（小

学
部
２
年
・３

年
）　

高
等
部

1 年
Ｘ
線
検
査
（1

4 ：
00
～

14
:3

0 ）
　引

継
ぎ
会
議
（小

中
）（

中
高
）　

同
窓

会
総
会
準

備
　コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
（身

体
）

要
覧
・経

営
計
画

原
稿
入
稿
予
定

5
14


5
15


同
窓

会
総

会
　障

害
者

ス
ポ
ー
ツ
大

会
（水

泳
、な

ら
や
ま
プ
ー
ル
）

5
16

月
校

内
支

援
委
員

会
　

5
17

火
学

部
会

（大
型

バ
ス
１台

※
雨
天
：中

型
（中

ト
ド
ロ
キ
ボ
ー
ル
）

5
18

水
小

学
部

高
学

年
遠

足
( 小

学
部
低
年

家
庭

学
習

）個
人

研
究
日
（小

）

5
19

木
高

等
部

遠
足

（中
学

部
家

庭
学

習
）

引
き
継

ぎ
会

議
（小

低
小

高
）

5
20

金
特

総
研

報
告
会

5
21


5
22


障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（陸

上
、橿

原
公

苑
）

5
23

月
小

学
部

交
流

( ３
. ５

. ６
年

辰
市

小
訪

問
）テ

ー
マ
研

究
日

①

5
24

火
小
学
部

低
学
年

13
時

05
分
下
校

英
会
話

学
習
（高

）　
個
人
研
究
日

（中
・

高
）　

教
育

実
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　田

北
( 中

2 ､
高

3)

5
25

水
小
学
部

５年
校
外
宿

泊
学
習
　小

学
部

低
学
年

15
時

15
分

下
校
　学

部
学
級
会

（中
・高

）　
田
北

( 中
2 ､
高

3)

5
26

木
小
学
部

５年
校
外
宿

泊
学
習
　授

業
研

究
日
（中

・高
）コ

ミ
ュ
ニ
ﾃｨ
ｰﾁ
ｬｰ
（本

）

5
27

金
高

等
部

王
寺

工
業

高
校

交
流
（P

M
）

環
境

美
化

・安
全

点
検

日

5
28


5
29


障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
、高

等
養
護
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

5
30

月
英
会
話

学
習
（中

）小
学
部

交
流
（予

備
日
）　

授
業

研
究
日
（小

）
肢
病
併

置
連
絡
協
議
会

16
:0

0 ～

5
31

火
中
学
部

遠
足

( 高
等

部
家
庭
学
習
）月

末
統
計
　拡

大
総
務

部
会
（６

月
分

）

20
11
年

６
月

月
日

曜 日
行

事
内
容

6
1

水
学

部
学

級
会

（小
）ス

ク
ー
ル
バ
ス
調

整
会

6
2

木
高
等
部
２
年
校

内
宿
泊
学
習
　歯

科
検

診
（9

：3
0 ～

）
近
肢
Ｐ
総
会
予

診
（小

４
）　

教
育
実
習

（小
、中

～
15
日
）

6
3

金
高
等
部
２
年
校

内
宿
泊
学
習
　個

別
の
指

導
計
画
持

ち
帰
り
日
（～

７
日
）予

診
（小

５）

6
4


6
5


6
6

月
体
重
測
定

（高
等
部
・小

学
部
低
学
年
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役

員
会
職
員
研
修

（保
健
部

）
　教

育
実
習
（高

～
17
日
）

6
7

火
英
会
話
学

習
（高

等
部
）分

校
（中

型
バ

ス
１台

、小
校
外
学
習
）　

大
学
Ａ

( 高
4)

6
8

水
体
重
測
定

（中
学
部
・小

学
部
高
学
年
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

ス
ク
ー
ル
バ
ス
調

整
会
　運

営
委
員
会

、就
学
指

導
委
員
会
　大

学
Ａ

( 中
4 ､
高

4)

6
9

木
小
学
部
交

流
（辰

市
小
３
年

来
校
）ふ

れ
あ
い
広

場
担
当
者
会
　大

学
Ａ

( 中
4)

6
10

金
各
部
会
　コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
（身

体
）

6
11


6
12


6
13

月
学
部
会
　奈

良
東
養
護
Ｘ
線
①
（1

3:
3

0 ～
15

:3
0 ）

6
14

火
学
校
見
学

会
（Ａ

Ｍ
教
育

関
係
対
象
・Ｐ

Ｍ
福
祉
関
係
対

象
）医

療
的
ケ
ア
検
討

委
員
会
　（

分
校
、小

校
外
学
習
）

6
15

水
個
人
研
究

日
（高

）　
奈

良
東
養
護
Ｘ
線

②
（1

3:
30
～

15
:3

0 ）
　田

北
( 小

3 ､
高

2)

6
16

木
中
学
部
２
年
校

外
宿
泊
学
習
初

任
者
研

修
講
座
「学

校
訪
問

研
修
」（

小
学
校

初
任
者

35
名
奈
良
市

+ 県
）9

:0
0 ～

16
00

6
17

金
整
形
外
科

検
診
（小

学
部
４
年

）　
中
学

部
２
年
校
外
宿

泊
学
習
　田

北
( 小

3 ､
高

2)

6
18


6
19


6
20

月
授
業
参
観

 Ｐ
Ｔ
Ａ
第

1 回
食
育
研

修
（1

1:
0

0 ～
12

:0
0 ）
校
内

支
援
委
員
会

6
21

火
分
校
中
学

部
共
同
学
習
　眼

科
検
診

（1
3

：3
0 ～

）個
別
の
教
育
支
援
計

画
確
認
日

　　
小
学
部
交

流
予
備
日
　大

学
Ａ

( 小
6 ､

高
4)

6
22

水
職

員
会

議
　大

学
Ａ

( 中
4 ､
高

4)

6
23

木
高
等
部
合

同
学
習
環
境
美

化
・安

全
点

検
日
　高

分
校
（大

型
バ
ス
１台

、※
雨

天
、中

型
）　
大
学
Ａ

( 小
6 ､
中

4)

6
24

金
ふ
れ
あ
い
広
場
※
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

会
議
（奥

西
緑
氏
来
校
）

6
25


6
26


6
27

月
テ
ー
マ
研
究

日
②

6
28

火
Ｐ
Ｔ
Ａ
保

体
部
研

修
学
部

学
級
会

6
29

水
期

末
テ
ス
ト
成

績
会
議

6
30

木
期
末
テ
ス
ト
成
績
会
議
　月

末
統
計

20
11
年

７
月

月
日

曜 日
行

事
内
容

7
1

金
期
末
テ
ス
ト
（全

日
）Ｐ

Ｔ
Ａ
本
部
役
員

会
成
績
会
議

7
2


7
3


7
4

月
体
重
測
定
（高

等
部
・小

学
部

低
学
年
）

授
業
研
究
日

　ス
ク
ー
ル
バ
ス
調
整
会
　

大
学
Ａ

( 高
6)

7
5

火
高
等
部
地
域
づ
く
り
実
習
高
等
部

バ
ス
２
台
　大

学
Ａ

( 小
6 ､
高

6)

7
6

水
体
重
測
定
（中

学
部
・小

学
部
高
学

年
）拡

大
総
務
部
会
　大

学
Ａ

( 高
6)

7
7

木
高
等
部
地
域

づ
く
り
実
習
　分

校
中
学

部
共
同
学
習

　英
会
話

学
習
（小

学
部
）

高
等
部
バ
ス
２
台
　中

分
校
（大

型
バ
ス
１

台
、※

雨
天
、中

型
）　

大
学
Ａ

( 小
6 ､
高

6)

7
8

金
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
会

運
営
委

員
会

7
9


7
10


7
11

月
各
部

会

7
12

火

7
13

水
学
部
会
　職

員
胃
検
診
（9

:0
0 ～

11
:

00
）

7
14

木

短
縮
授
業
　個

別
の
教

育
支
援
計
画
持

ち
帰
り
日
環
境
美
化

・安
全
点

検
日
、　

医
療
的
ケ
ア
検

討
委
員
会
（1

5:
00
～
）

教
職
員
健
康

診
断

pm
2:

00
～

4;
30
（第

２
希
望
）特

進
研
第
２
回
研

究
会
（1

3:
00
～

17
:0

0 ）

7
15

金
整
形
外
科
検

診
（小

学
部
５年

）短
縮
授

業
　給

食
終
了

教
職
員
健
康

診
断

pm
2:

00
～

4;
30
（第

１
希
望
）

7
16


7
17


7
18


7
19

火
保
護

者
懇
談

会
（全

日
）

7
20

水
終
業

式
　月

末
統

計

7
21

木
な
つ
や
す
み
（～

８
月
３
１日

）
小
高
登
校
日

分
校
プ
ー
ル
学
習
（大

型
バ
ス
２
台
、※

雨
天
、中

型
）

7
22

金
中

学
部

登
校

日
分

校
プ
ー
ル
学

習
（大

型
バ
ス
２
台
、※

雨
天
、中

型
）

7
23


プ
ー
ル
開

放
予
定

日

7
24


プ
ー
ル
開

放
予
定

日

7
25

月
中

学
部

登
校

日
分

校
プ
ー
ル
学

習
（大

型
バ
ス
３
、※

雨
天
、中

型
）

7
26

火
小
低
登
校
日
分
校
プ
ー
ル
学
習
（大

型
バ
ス
３
、※

雨
天
、中

型
）

7
27

水
小
高
登
校
日
分
校
プ
ー
ル
学
習
（大

型
バ
ス
３
台
、※

雨
天
、中

型
）

7
28

木
中
学
部
夏
期

地
域
学
習
（２

. ３
年

生
）中

学
部
バ
ス
２
台

全
肢
頭
（大

分
）

7
29

金
小
低

登
校
日

全
肢
頭

（大
分

）

7
30


プ
ー
ル
開

放
予
定

日

7
31


プ
ー
ル
開

放
予
定

日

20
11

年
８
月

月
日

曜 日
行

事
内

容

8
1

月
小
高

登
校
日

8
2

火
中
学
部
夏
期
地

域
学
習
（１
年
生
）中

学
部
バ
ス
１台

　ア
ド
バ
イ
ザ
リ
打
合

せ
9:

30
～

11
:0

0

8
3

水
小
低

登
校
日

8
4

木

8
5

金
教
材

市
場
に
か
い
ど
う

8
6


プ
ー
ル
開

放
予
定

日

8
7


プ
ー
ル
開

放
予
定

日

8
8

月

8
9

火

8
10

水
奈
良

市
研
鑽

会
（予

定
）

8
11

木

8
12

金

8
13


8
14


8
15

月

8
16

火

8
17

水

8
18

木
近
肢
研
夏
季
研
修
会
（於

：滋
賀
県

大
津
市
　ピ

ア
ザ
淡
海
）

8
19

金

8
20


8
21


8
22

月

8
23

火

8
24

水
小
学

部
登
校

日

8
25

木
（予

）三
校
合
同
研
修
会
（教

育
研

究
所
　１
日
）

8
26

金
中
学
部
登
校
日
　高

等
部
登
校
日

8
27


8
28


8
29

月
高
等

部
登
校

日

8
30

火
職
員
会
議
（9

:0
0 ）

職
員
研
修
（支

援
部

1
0:

00
) ※

職
員
研
修
（体

育
・安

全
教
育

部
13

:0
0 ）

8
31

水
職
員
研
修
（研

究
部

9:
00
）　

テ
ー
マ
研
究

日
③
（1

0:
30
）環

境
美
化

・安
全

点
検
日

（1
4:

00
)

20
11

年
９
月

月
日

曜 日
行

事
内

容

9
1

木
始

業
式

※
医

療
的

ケ
ア
・自

立
・運

営
委
員
会
・、

拡
大
総
務
部
会

9
2

金
短

縮
授

業
　給

食
開

始
※

職
員

研
修

（保
健

部
）

9
3


9
4


9
5

月
短

縮
授
業
　体

重
測
定
（高

等
部
・小

学
部

低
学
年
）ス

ク
ー
ル
バ
ス
調
整

会
　各

部
会

9
6

火
短
縮
授
業
学
部
会
　学

部
学
級
会

9
7

水
体
重
測
定
（中

学
部
・小

学
部
高
学

年
）授

業
研

究
日
　大

学
Ａ

( 中
4)

9
8

木
予

診
（中

１・
３
）　

大
学
Ａ

( 中
4)

9
9

金
就

学
・校

内
支

援
委
員

会

9
10


9
11


9
12

月
自

立
ケ
ー
ス
会

議
（中

）

9
13

火
高

等
部
３
年

修
学
旅
行
（高

等
部
１年

家
庭

学
習
）分

校
小
校
外
学
習

（大
バ
ス
１

台
※
雨
天
：中

１台
）　

大
学

Ａ
( 小

6)
田
北

( 小
3 ､
中

2)

9
14

水
高
等
部
３
年
修
学
旅
行
（高

等
部
２

年
家
庭
学
習
）　

田
北

( 小
3 ､
中

2)

9
15

木
高
等
部
３
年
修
学
旅
行
（高

等
部
１年

家
庭
学
習
）　

大
学
Ａ

( 小
6)

9
16

金
高

等
部
３
年

修
学
旅
行
（高

等
部
２
年
家

庭
学
習
）整

形
外
科
検
診
（中

学
部
１年

・
３
年
）

9
17


9
18


9
19


9
20

火
自

立
ケ
ー
ス
会

議
（小

）

9
21

水
小

学
部
４
．５

年
遠
足
（小

学
部
低
学
年

家
庭
学
習
）個

人
研
究
日
　大

学
Ａ

( 中
4 ､

高
6)

9
22

木
小

学
部

体
験

学
習

テ
ー
マ
研

究
日

④
　大

学
Ａ

( 中
4 ､
高

6)

9
23


9
24


9
25


9
26

月
自

立
ケ
ー
ス
会

議
（高

）

9
27

火
中
学
部
３
年
修
学
旅
行
（中

学
部
１年

家
庭

学
習

）　
　

9
28

水
中

学
部
３
年

修
学
旅
行
（中

学
部
２
年
１組

家
庭
学
習
）予

診
（中

２
）　

大
学
Ａ

( 高
6)

9
29

木
中

学
部
３
年

修
学
旅
行
（中

学
部
２
年
２

組
家
庭
学
習
）分

校
修
学
旅

行
（大

バ
ス

１台
）　

大
学
Ａ

( 高
6)

9
30

金
中

学
部
３
年

家
庭
学
習
月
末

統
計
　環

境
美
化
・安

全
点
検
日
　拡

大
総
務
部

会
（1

0 月
分

16
:0

0)

　
　
年
　
間
　
行
　
事
　
計
　
画
　
（
案
）

20
11
年

 5
月

17
日

現
在



20
11

年
１
０
月

月
日

曜 日
行
事

内
容

10
1


10
2


10
3

月
体
重

測
定
（高

等
部
・小

学
部
低
学
年

）
授
業

研
究
日
　ス

ク
ー
ル
バ
ス
調

整
会

10
4

火
小
学

部
低
学
年

13
時

05
分
下
校

学
部
学

級
会

（中
・高

）　
分
校
小
校

外
学
習
（中

バ
ス
１台

）

10
5

水
小
学

部
６
年
修
学
旅
行
（小

学
部

４
年
家

庭
学

習
）　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

小
学
部
低

学
年

5 時
15
分
下
校
　大

学
Ａ

( 中
4 ､
高

5)

10
6

木
小

学
部

６
年

修
学

旅
行
（小

学
部

５
年

家
庭

学
習
）　

大
学

Ａ
( 中

4 ､
高

5)

10
7

金
ス
ク
ー
ル
バ
ス
調

整
会
　医

療
的

ケ
ア
・運

営
委
員
会

10
8


10
9


10
10


10
11

火
中

学
部

体
験

学
習

各
部

会
　田

北
( 小

2 ､
中

1 ､
高

2)

10
12

水
体
重

測
定
（中

学
部
・小

学
部
高
学
年

）
学
部

学
級
会

( 小
）　
田
北

( 小
2 ､
中

1 ､
高

2)

10
13

木
高

等
部

体
験

学
習

　中
学

部
１年

校
内

宿
泊

学
習

10
14

金
中
学

部
１年

校
内

宿
泊
学
習

整
形

外
科
検
診
（中

学
部
２
年
）近

肢
研

第
57
回
秋
季
研
究

協
議
会
（会

場
：呉

竹
総
合

支
援
学
校
）

10
15


10
16


10
17

月
学

部
会
（小

）

10
18

火
高

等
部

遠
足

（中
学

部
家

庭
学

習
）

10
19

水
学

部
会
（中

・高
）　

大
学
Ａ

( 中
4)

10
20

木
小
学

部
４
年
校
内

宿
泊
学
習
分
校

小
校

外
学

習
（大

バ
ス
１台

、雨
天
：中

１台
）　

大
学
Ａ

( 中
4)

10
21

金
小

学
部

４
年

校
内

宿
泊

学
習
　大

学
Ａ

( 高
6)

10
22


10
23


10
24

月
職

員
会
議

　大
学

Ａ
( 高

6)

10
25

火
高
等

部
地
域
づ
く
り
実
習
高
等
部
バ
ス
２

台
　拡

大
総
務

部
会
（1

1 月
分
）　
大
学

Ａ
( 小

6 ､
高

6)

10
26

水
ふ
れ
あ
い
広

場
テ
ー
マ
研

究
日

⑤

10
27

木
高
等

部
地
域
づ
く
り
実
習
高
等
部
バ
ス
２

台
　個

人
研
究

日
　大

学
Ａ

( 小
6 ､
中

4 ､
高

6)

10
28

金
運

営
委

員
会
（1

1 月
分
）　
大
学
Ａ

( 中
4)

10
29


10
30


10
31

月
各

部
会
（1

1 月
分
）

20
11

年
１
１
月

月
日

曜 日
行
事

内
容

11
1

火
中
学
部
１､
２
年
遠
足
（高

等
部
家
庭
学

習
）中

学
部
３
年
授
業
　田

北
( 小

3 ､
中

2)

11
2

水
体
重
測

定
（小

学
部
低
学
年
）ス

ク
ー
ル

バ
ス
調
整
会

　学
部
会

　田
北

( 小
3 ､
高

2)

11
3


11
4

金
学

部
学

級
会

11
5


11
6


11
7

月
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
学

校
訪
問

11
8

火
体

重
測

定
（高

等
部

）小
学
部
交
流

（辰
市
小
５年

来
校
）個

人
研
究
日

11
9

水
体

重
測

定
（中

学
部

・小
学
部
高
学

年
）授

業
研

究
日

11
10

木
小

学
部

低
学

年
遠

足
（小

学
部

高
学

年
家

庭
学

習
）

11
11

金
整
形
外

科
検
診
（小

学
部
６
年
）学

習
発

表
会
準

備
（中

・高
）　

授
業
参

観
準
備

（小
）

11
12


学
習
発

表
会
（高

等
部
・中

学
部
）　

小
学
部
授

業
参
観
（学

部
棟
）学

習
発
表

会
片
付

け
（中

・高
）　

授
業
参
観
片
付

け

11
13


11
14


振
替
休

業

11
15

火
全

校
月

曜
校

時
特

別
支

援
学
校
初

任
者

研
修

　第
１候

補
　大

学
Ａ

( 小
6)

11
16

水
全
肢
研
（高

知
～

18
日

ま
で
））

　大
学
Ａ

( 中
4)

11
17

木
職
員
研

修
講
師
確
定
（人

権
）　

小
学
部

交
流
予

備
日
　大

学
Ａ

( 小
6 ､
中

4)

11
18

金

11
19


11
20


11
21

月
テ
ー
マ
研

究
日
⑥

11
22

火
予

診
（高

１）
　大

学
Ａ

( 小
6)
田
北

( 中
2 ､
高

2)

11
23


11
24

木
拡
大
総

務
部
会
（1

2 月
分
）　

分
校

小
校

外
学
習

：き
っ
づ
光
科
学
館
（大

バ
ス
１台

< 雨
天

：中
１台

> 、
バ
ス
現

地
待
機
）　

大
学
Ａ

( 小
6)
田
北

( 中
2 ､
高

2)

11
25

金
医

療
的

ケ
ア
・運

営
委

員
会

（1
2 月

分
）

11
26


11
27


11
28

月
各

部
会

（1
2 月

分
）

11
29

火
特

別
支

援
学

校
初

任
者

研
修

　第
２

候
補

　環
境

美
化

・安
全
点
検
日

11
30

水
期
末
テ
ス
ト
月
末
統
計
　成

績
会
議

20
11
年

１
２
月

月
日

曜 日
行

事
内
容

12
1

木
期

末
テ
ス
ト
　　
成

績
会

議
　

12
2

金
期

末
テ
ス
ト
（全

日
）成

績
会
議

12
3


12
4


12
5

月
体
重
測
定

（高
学
部
・小

学
部
低
学
年
）

学
部
学
級

会
　ス

ク
ー
ル
バ
ス
調
整
会

12
6

火
体
重
測
定

（中
学
部
・小

学
部
高
学
年
）

高
等
部
合

同
学
習
授
業
研

究
日
　大

学
Ａ

( 小
6)

12
7

水
ふ
れ
あ
い
広

場
学

部
会

12
8

木
中
学
部
交

流
（分

校
）　

中
分
校
（大

型
バ

ス
１台

、※
雨
天
、中

型
）　

大
学
Ａ

( 小
6)

12
9

金
整

形
外

科
検
診

（高
等

部
１年

）

12
10


12
11


12
12

月
職

員
会

議

12
13

火
中
学
部
交

流
（分

校
）中

分
校
（大

型
バ

ス
１台

、※
雨
天
、中

型
）　

大
学
Ａ

( 小
6)

12
14

水
学

部
学

級
会

12
15

木
　大

学
Ａ

( 小
6)

12
16

金
校

内
支

援
委
員

会

12
17


12
18


12
19

月
短

縮
授

業
肢

病
併

置
委

員
会
　自

立
活
動
委
員
会

12
20

火
短
縮
授
業
　給

食
終
了
環
境
美
化
・

安
全
点
検
日

12
21

水
保

護
者

懇
談
会

（全
日

）

12
22

木
終

業
式

月
末
統

計

12
23


天
皇
誕

生
日

12
24


ふ
ゆ
や
す
み
（～

１月
６
日
）

12
25


12
26

月

12
27

火

12
28

水

12
29

木

12
30

金

12
31


20
12
年

１
月

月
日

曜 日
行

事
内
容

1
1


1
2

月

1
3

火

1
4

水

1
5

木

1
6

金

1
7


1
8


1
9


成
人
の
日

1
10

火
始
業

式
学
部

学
級
会

1
11

水
短
縮
授
業
　給

食
開
始
　体

重
測
定
（中

学
部
・小

学
部
高
学
年

）ス
ク
ー
ル
バ
ス

調
整
会
　拡

大
総
務
部

会
　就

学
指
導
・

運
営
委
員
会

　

1
12

木
全
日

授
業
開

始
授
業

研
究
日

1
13

金
整

形
外

科
検

診
（高

等
部

２
年

）成
人
式
準
備
　各

部
会
　

1
14


1
15


同
窓
会
・振

興
会
成
人
式
（体

育
館
１

３
：０

０
～
１６
：０

０
）

1
16

月
体
重
測
定
（高

等
部
・小

学
部
低
学

年
）学

部
会

1
17

火

1
18

水
テ
ー
マ
研
究

日
⑦

1
19

木

1
20

金
職
員

会
議

1
21


1
22


1
23

月

1
24

火
児
童

生
徒
会

お
楽

し
み
会

1
25

水
入
学

選
考
委

員
会

1
26

木

1
27

金
環
境

美
化
・安

全
点

検
日

1
28


家
族
授
業
参

観
　小

学
部
（体

育
館
）　

中
学
部
・高

等
部
（学

部
棟
）拡

大
総
務

部
会

1
29


1
30


振
替

休
業

1
31

火
月
末

統
計
　

20
12

年
２
月

月
日

曜 日
行

事
内

容

2
1

水
ス
ク
ー
ル
バ
ス
調

整
会
　学

部
学

級
会

2
2

木
授
業

研
究
日

2
3

金
医
療

的
ケ
ア
・運

営
委

員
会

2
4


2
5


2
6

月
体
重
測
定
（高

等
部
・小

学
部
低
学

年
）各

部
会

2
7

火
高
等

部
3 年

期
末

テ
ス
ト

2
8

水
高
等
部

3 年
期
末
テ
ス
ト
　体

重
測
定
（中

学
部
・小

学
部
高
学
年
）学

部
会

2
9

木
ふ
れ
あ
い
広

場
ふ
れ
あ
い
広

場
担

当
者
会

2
10

金
整
形
外
科
検
診
（高

等
部
３
年
）入

学
選
考
委
員
会

2
11


2
12


2
13

月
職
員

研
修
（支

援
部

）

2
14

火

2
15

水
テ
ー
マ
研

究
日
⑧

2
16

木
小
学

部
体
験

学
習
個

人
研
究

日

2
17

金
出
張

報
告
会

2
18


2
19


2
20

月
個
別

の
教
育

支
援
計

画
確
認

日

2
21

火
学
部
学
級
会
（3

月
分
）　
大
学
Ａ

( 小
6)

2
22

水
職
員

会
議

2
23

木
拡
大
総
務
部
会
（3

月
分
）　
大
学
Ａ

( 小
6)

2
24

金
環
境

美
化
・安

全
点

検
日

2
25


2
26


2
27

月
期
末

テ
ス
ト
成

績
会

議

2
28

火
期
末

テ
ス
ト
成

績
会

議

2
29

水
期
末
テ
ス
ト
（全

日
）月

末
統
計
　成

績
会
議

20
12

年
３
月

月
日

曜 日
行

事
内

容

3
1

木
小

学
部

一
日

入
学

ス
ク
ー
ル
バ
ス
調

整
会

　授
業

研
究

日

3
2

金
学

部
会

3
3


3
4


3
5

月
体

重
測
定
（高

等
部
・小

学
部
低
学

年
）

医
療
的
ケ
ア
・自

立
・運

営
委
員
会

3
6

火
卒

業
式
予

行
各
部

会

3
7

水
体
重
測
定
（中

学
部
・小

学
部
高
学

年
）卒

業
式

準
備

　

3
8

木
高

等
部

卒
業

式
高

卒
業

式
片

付
け
　

3
9

金
個

別
の
教
育
支
援
計

画
持
ち
帰
り
日

中
学
部
一
日
入
学

職
員
会
議

3
10


3
11


3
12

月
高

等
部

入
学

選
考

（高
家

庭
学

習
）

入
学
選
考
委
員
会

3
13

火
職

員
会
議

3
14

水
給
食
終
了
卒
業
式
準
備
　学

部
学

級
会

3
15

木
小

学
部

・中
学

部
卒

業
式

卒
業

式
片

付
け
　環

境
美

化
・安

全
点

検
日

3
16

金
保

護
者
懇

談
会
（全

日
）

3
17


3
18


3
19

月
終

了
式

　高
等

部
入

学
説

明
会
（Ｐ

Ｍ
）月

末
統

計

3
20


春
分
の
日

3
21

水
は
る
や
す
み
（～

４
月
７
日

）

3
22

木
諸

帳
簿
提

出

3
23

金

3
24


3
25


3
26

月

3
27

火

3
28

水
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
力

最
終
日

3
29

木
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

3
30

金
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
　拡

大
総
務
部
会

3
31




平
成
２
２
年
度

「
学
校
評
価
総
括
表
」

奈
良
県
立
奈
良
養
護
学
校

教
育

目
標

明
朗
（
明
る
く
強
い
子
）

自
立
（
自
分
で
や
り
と
お
せ
る
子
）

友
愛
（
助
け
あ
う
心
ゆ
た
か
な
子
）

総
合
評
価

運
営

方
針

・
よ
り
よ
く
生
き
て
い
け
る
力
を
育
て
る

・
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
下
で
、
自
己
の
可
能
性
を
十
分
伸
ば
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
明
る
く
強
く
生
き
て
い
け
る
力
を
身
に
付
け
る
。
）

平
成
２
１
年
度
の
成
果
と
課
題

本
年
度
重
点
目
標

具
体

的
目

標
【
成
果
】
個
別
の
指
導
計
画
を
「
学
習
の
記
録
」
と
し
１

全
職
員
が
信
頼
と
協
力
を
基
盤
と
し
て
、
意
欲
的
に
学
校
経
営
に
参
画
し
、
安
全
安
心
な
学
校
づ
○
会
議
の
効
率
化
を
図
る
。

て
保
護
者
へ
の
通
知
票
に
位
置
づ
け
た
。
こ
の
こ
と
に

く
り
に
努
め
る
。

よ
り
、
重
複
し
て
い
た
児
童
生
徒
の
実
態
や
評
価
に
関
２

各
学
部
に
お
い
て
児
童
生
徒
の
実
態
を
的
確
に
把
握
し
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
に
基
づ
い
て
、
○
一
人
一
人
の
実
態
の
的
確
な
把
握
の
た
め
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
検
討
す
る
。

Ｂ
す
る
事
務
処
理
の
一
部
を
簡
素
化
で
き
た
。

個
別
の
指
導
計
画
の
充
実
を
図
る
。

【
課
題
】

３
児
童
生
徒
の
生
命
と
健
康
へ
の
安
全
管
理
に
留
意
し
、
危
機
管
理
体
制
を
整
備
す
る
。

○
家
庭
及
び
医
療
と
連
携
し
な
が
ら
、
医
療
的
ケ
ア
体
制
の
整
備
を
図
る
。

・
会
議
の
精
選
を
図
り
、
非
効
率
的
な
議
題
の
差
し
戻

○
そ
の
他
の
危
機
管
理
体
整
備
を
図
る
。

し
を
な
く
す
こ
と
を
め
ざ
す
。

４
授
業
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
肢
体
不
自
由
教
育
の
専
門
性
の
向
上
を
図
る
。

○
校
内
研
究
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
校
内
研
修
を
進
め
、
授
業
改
善
を
図
る
。

・
自
立
活
動
に
関
す
る
分
掌
の
立
ち
上
げ
を
め
ざ
す
。
５

家
庭
や
関
係
諸
機
関
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
努
め
教
育
効
果
○
就
学
前
、
学
齢
期
、
卒
業
後
一
貫
し
た
支
援
体
制
を
整
備
し
、
地
域
で
の
生
き
る
力
を
育
成
す
る
。

を
高
め
る
取
組
を
す
る
。

評
価
項
目

具
体
的
目
標

具
体
的
方
策
・
評
価
指
標

自
己
評
価
結
果

成
果
と
課
題
（
評
価
結
果
の
分
析
）

改
善
方
策
等

学
校
関
係
者
評
価
(
結
果
･
分
析
)

（
評
価
小
項
目
）

及
び
改
善
方
策

・
授
業
の
改
善
・
充
実
を
図
り
、
児

・
校
内
研
究
テ
ー
マ
の
下
、
個
別
の
指
導
計
画
に
基
づ
い
た
授
業
実
践
の
在
り
方

ケ
ー
ス
検
討
を
通
し
て
､
ケ
ー
ス
外
の
授
業
に
も
応
用
さ

【
評
価
①
】
・
授
業
改
善
に
向
け
て
の
時
間
を
確
保

小
学
部

童
一
人
一
人
に
即
し
た
指
導
を
行
う
。

を
研
修
し
、
教
員
の
専
門
性
の
向
上
を
図
る
。

Ａ
せ
て
実
践
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
、
個
々
の
教
員
が

す
る
た
め
に
会
議
の
精
選
が
必
要
で
あ
る
。

Ｂ
集
う
学
部
と
し
て
専
門
性
を
担
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
改
善
策
①
】
・
学
校
経
営
に
関
す
る
企
画
・
立
案

・
児
童
が
安
全
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
象
の
検
証
を
徹
底
し
、
再
発
防
止
に
努
め
る
。

Ｂ
共
通
理
解
を
図
り
再
発
防
止
に
努
め
た
。
多
様
な
事
象
想
定
さ
れ
る
事
象
を
あ
げ
対
・
調
整
等
に
お
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
分
掌

の
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
備
す
る
。

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
方
策
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

応
策
を
事
前
に
検
討
す
る
。
部
長
等
が
加
わ
っ
て
拡
大
総
務
部
会
を
開
催
す
る
。

・
生
徒
個
々
の
目
標
を
達
成
す
る
た
・
個
別
の
指
導
計
画
を
基
に
し
た
重
点
目
標
の
設
定
や
授
業
研
究
に
全
教
員
が
か

テ
ー
マ
研
究
と
し
て
全
教
員
が
個
別
の
指
導
計
画
を
基
自
立
活
動
の
指
導
内
容
の
整
【
評
価
②
】
・
自
立
活
動
の
充
実
に
向
け
て
改
善
が

め
に
授
業
の
充
実
を
図
る
。

か
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
授
業
改
善
を
図
る
。

Ｂ
に
し
た
授
業
研
究
を
行
い
、
授
業
改
善
を
図
っ
た
。
自
理
と
教
材
・
教
具
の
工
夫
に
必
要
で
あ
る
。

中
学
部

Ｂ
立
活
動
に
重
点
を
置
い
た
授
業
改
善
が
課
題
と
な
る
。

取
り
組
む
。

【
改
善
策
②
】
・
研
究
部
内
に
自
立
活
動
専
任
を
各

・
生
徒
の
健
康
・
安
全
に
留
意
し
、
・
緊
急
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
に
伴
う
確
認
の
徹
底
を
図
り
、
様
々
な
ケ
ー

具
体
例
を
想
定
し
た
緊
急
対
応
訓
練
を
学
部
と
し
て
複
安
全
な
環
境
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
学
部
ご
と
に
置
き
、
そ
の
充
実
に
む
け
て
、
研
究

危
機
管
理
体
制
を
確
立
す
る
。

ス
に
対
応
で
き
る
よ
う
繰
り
返
し
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
行
う
。

Ｂ
数
回
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
対
応
の
改
の
徹
底
、
教
員
間
の
連
携
を
・
研
修
を
進
め
る
。

善
を
図
っ
た
。
職
員
間
の
連
携
が
課
題
と
な
る
。

深
め
る
よ
う
取
り
組
む
。

【
評
価
③
】
・
個
別
の
教
育
支
援
計
画
等
の
デ
ー
タ

・
人
間
関
係
を
ひ
ろ
め
、
社
会
性
豊
・
学
年
、
学
級
を
基
本
に
、
個
々
の
目
標
・
課
題
に
即
し
た
学
習
グ
ル
ー
プ
を
編

B
個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
個
別
の
指
導
計
画
に
基
づ
く
個
々
の
課
題
の
分
析
を
的
確
ベ
ー
ス
化
の
充
実
と
シ
ス
テ
ム
管
理
に
向
け
て
改

か
な
人
間
の
育
成
を
図
る
。

成
し
、
学
習
を
行
う
。

B
授
業
内
容
を
確
認
し
、
保
護
者
に
理
解
を
求
め
る
中
、

に
お
こ
な
い
、
授
業
改
善
に
善
が
必
要
で
あ
る
。

・
好
ま
し
い
人
間
関
係
を
育
て
る
為
、
地
域
の
高
等
学
校
と
の
交
流
及
び
共
同
学

B
B
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

努
め
る

【
改
善
策
③
】
・
担
任
入
力
に
よ
る
児
童
生
徒
資
料

高
等
部

習
に
取
り
組
む
。

学
級
か
ら
交
流
委
員
を
選
出
し
、
定
期
的
に
交
流
会
の
継
続
し
た
交
流
で
の
成
果
を
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
進
ん
で
い
る
。
入
力
出
力

内
容
等
を
考
え
、
取
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

い
か
し
、
学
習
・
交
流
を
深
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
情
報
の
分
析
や
共
有
化
を

め
て
い
く
。

更
に
推
進
し
て
い
く
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

・
社
会
資
源
の
有
効
活
用
、
活
動

・
個
別
の
教
育
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
自
立
と
社
会
参
加
に
必
要
な
学
習
課
題
を

個
別
の
教
育
支
援
、
指
導
計
画
に
基
づ
き
社
会
参
加
学

シ
ス
テ
ム
管
理
を
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
。

に
参
加
し
、
生
活
の
主
体
者
と

設
定
し
た
「
社
会
参
加
学
習
」
に
と
り
く
む
。

A
習
を
学
部
の
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
年
間
を
通
し
て
実
践

【
評
価
④
】
・
医
療
的
ケ
ア
の
充
実
に
向
け
て
改
善

し
て
自
立
生
活
が
送
れ
る
進
路

学
習
及
び
「
地
域
づ
く
り
実
習
」
の
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
全
教
員
で
実
施
す

・
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
き
び
し
い
進
路
先

が
必
要
で
あ
る
。

指
導
を
行
な
う
。

る
。

の
確
保
を
保
護
者
、
地
域
と
も
に
保
障
で
き
た
。

【
改
善
策
④
】
・
児
童
生
徒
の
実
態
把
握
に
努
め
、

・
肢
体
不
自
由
児
教
育
の
セ
ン
タ

・
校
区
内
各
地
域
の
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
取
り
、
肢
体
不
自
由
学
級
に
在
籍

Ｂ
教
育
委
員
会
と
連
携
を
す
る
こ
と
で
、
相
談
数
は
増
加
「
継
続
支
援
学
校
」
を
設
定
教
員
と
保
健
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
が
う
ま
く
い
く
よ

支
援
部

ー
的
機
能
の
充
実
を
図
る
。

す
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
指
導
支
援
・
教
育
相
談
等
の
実
施
数
を
増
や
す
。

し
た
が
、
系
統
的
な
支
援
が
で
き
に
く
か
っ
た
。

し
て
取
組
む
。

う
に
体
制
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
看
護
師
が
各
学

・
児
童
生
徒
の
社
会
参
加
の
推
進

・
県
内
の
各
関
係
機
関
と
支
援
会
議
を
積
極
的
に
開
催
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

Ｂ
支
援
会
議
数
は
大
幅
に
増
加
し
、
地
域
で
活
動
す
る
基
支
援
会
議
・
生
活
相
談
を
定
部
に
１
名
ず
つ
所
属
し
、
授
業
改
善
に
努
め
る
。

に
、
取
り
組
む
。

応
じ
た
社
会
資
源
の
活
用
を
目
指
す
。

Ｂ
盤
作
り
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

期
的
に
開
催
す
る
。

【
評
価
⑤
】
・
校
内
支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
て
改

・
医
療
的
ケ
ア
実
施
に
関
す
る
現
状
・
医
師
講
師
や
校
内
の
人
材
を
活
用
し
て
医
療
的
ケ
ア
に
関
す
る
研
修
会
を
行
い
、

新
着
任
及
び
新
規
の
医
療
的
ケ
ア
実
施
教
員
を
対
象
に
基
礎
的
な
内
容
の
研
修
と
具
善
が
必
要
で
あ
る
。

医
療
的
ケ
ア

と
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

医
療
的
ケ
ア
に
関
し
て
具
体
的
な
理
解
を
深
め
る
。

Ｂ
看
護
師
よ
り
機
器
研
修
を
実
施
し
た
。
医
療
的
ケ
ア
に
体
的
な
実
践
に
つ
い
て
の
研
【
改
善
策
⑤
】
・
担
任
の
み
で
の
指
導
困
難
な
ケ
ー

Ｂ
関
し
て
具
体
的
な
理
解
を
深
め
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
修
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
。
ス
等
へ
の
支
援
や
、
児
童
生
徒
の
地
域
社
会
へ
の

・
担
当
者
と
保
健
室
の
連
携
、
協
力
・
日
々
の
連
絡
や
ケ
ー
ス
会
議
を
通
し
て
、
対
象
児
童
生
徒
の
重
点
目
標
や
課
題
、

学
級
担
任
と
保
健
室
ス
タ
ッ
フ
で
ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
関
係
者
間
で
連
絡
、
報
告
を
広
範
な
参
加
の
促
進
を
目
指
し
て
、
校
内
支
援
に

体
制
の
充
実
を
図
る
。

学
校
生
活
で
の
取
組
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
う
。

Ｂ
し
た
が
、
意
見
交
換
に
止
ま
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。

密
に
行
い
、
共
通
理
解
し
、
重
点
を
置
く
校
内
支
援
委
員
会
を
設
置
す
る
。

連
携
を
図
る
。

【
評
価
⑥
】
・
肢
病
併
置
の
設
置
に
向
け
た
検
討
委

・
自
立
活
動
の
指
導
の
充
実
を
図
る
。
・
全
校
児
童
生
徒
の
個
々
の
身
体
の
状
態
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
改
善

・
全
校
児
童
生
徒
に
つ
い
て
身
体
の
課
題
シ
ー
ト
の
作
・
ス
タ
ッ
フ
を
増
員
し
、
作
員
会
が
必
要
で
あ
る
。

自
立
活
動

や
学
習
に
向
け
た
具
体
的
指
導
方
法
を
工
夫
し
て
い
く
。

Ｂ
成
を
目
指
し
た
が
、
８
割
程
度
の
作
成
率
で
あ
っ
た
。

業
効
率
を
高
め
る
。

【
改
善
策
⑥
】
・
平
成

24
年
度
肢
病
併
置
校
と
し

・
自
立
活
動
に
関
す
る
職
員
研
修
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
指
導
の
充

・
摂
食
や
姿
勢
に
つ
い
て
の
職
員
研
修
を
行
い
、
指
導
・
さ
ら
に
使
い
や
す
い
教
材
て
の
設
置
に
向
け
、
肢
病
併
置
校
の
在
り
方
や
問

実
に
向
け
、
授
業
の
進
め
方
や
教
材
の
活
用
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

に
つ
い
て
は
、
教
材
庫
を
整
備
し
活
用
を
図
っ
た
。

の
開
発
に
努
め
る
。

題
点
、
必
要
な
準
備
等
を
、
肢
病
併
置
検
討
委
員

学
校
事
務

・
事
務
の
適
性
化
、
予
算
の
有
効
活
・
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
、
計
画
的
な
執
行
と
経
費
の
削
減
に
努
め
る
。

Ｂ
･
絶
え
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
計
画
的
な
執
行
に
努
め
・
さ
ら
に
計
画
的
な
執
行
に
会
で
話
し
合
う
。

用
を
図
る

る
が
、
経
費
の
削
減
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

努
め
る
。



放
送
室

小
C
R

小
C
R

小
C
R

小
C
R

小
C
R

小
C
R
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